
 

 

 

              “不
ふ

登
とう

校
こう

” 

  大家是否看过或听过“不登校（不去学

校）”这个词呢？这个问题在日本有着很长

的历史，同时最近也作为一种扩大的现象而

频繁成为话题。 

 根据日本文部科学省(等于中国教育部)

的定义，“不登校（不去学校）”指的是：“除

疾病或经济原因以外，因心理、社会性因素等

导致一年中缺席 30 天以上的初中生和小学

生”，以及“因某种心理、情绪或社会性因素

和背景，而处于不去上学或即使想去也去不

了的状态的学生”。根据 2024 年度的统计，

作为义务教育阶段的中小学“不登校”的学

生人数，虽然增长率略有下降，但总人数已连

续 12年持续增加，达到历史最高的 353,970

人。 

  关于增加的原因，据分析可能是“家长

对学校意识的转变”，也就是说，不再像过去

那样把“让孩子去学校”视为绝对，以及新

冠疫情导致孩子的上学意愿下降等因素。从

个别咨询事例来看，“不登校”的理由包括：

“对学校生活提不起兴趣（30.1%）”、“生活节

奏失衡（25.0%）”、“存在不安・抑郁情绪

（24.3%）”、“学业成绩不佳或频繁不交作业

（15.6%）”、“除校园霸凌以外的人际关系问

题”（13.2%）、“有关亲子互动的问题”

（12.6%）”等。 

  皆
みな

さんは「不登校」という言葉を見
み

たこと、聞
き

いた

ことはありますか？この問
もん

題
だい

は日
に

本
ほん

では長
なが

い歴
れき

史
し

があるとともに、最
さい

近
きん

でも拡
かく

大
だい

する現
げん

象
しょう

として話
わ

題
だい

に上
のぼ

ることが多
おお

いです。 

文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

によれば「不登校」とは、「 病
びょう

気
き

や経
けい

済
ざい

的
てき

理
り

由
ゆう

を除
のぞ

き、心
しん

理
り

的
てき

・社
しゃ

会
かい

的
てき

要
よう

因
いん

などによっ

て年
ねん

間
かん

30日
にち

以
い

上
じょう

欠
けっ

席
せき

した児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

」「何
なん

らかの心

理的、情
じょう

緒
ちょ

的
てき

あるいは社会的要因・背
はい

景
けい

により、登
とう

校
こう

しないあるいはしたくともできない 状
じょう

況
きょう

にある

者
もの

」とされています。2024 年
ねん

度
ど

の統
とう

計
けい

によると、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

である 小
しょう

・中 学 校
ちゅうがっこう

の不登校児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

数
すう

は、増
ぞう

加
か

率
りつ

については多
た

少
しょう

低
てい

下
か

しているものの、総
そう

数
すう

としては 12 年連
れん

続
ぞく

増
ぞう

加
か

し続
つづ

け、過
か

去
こ

最
さい

高
こう

の

353,970人
にん

となっています。 

増加の背景としては、「保
ほ

護
ご

者
しゃ

の学
がっ

校
こう

に対
たい

する意
い

識
しき

の変
へん

化
か

」つまり、昔
むかし

ほど学校に行
い

かせることを絶
ぜっ

対
たい

としなくなったり、コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

禍
か

の影
えい

響
きょう

による子ども

の登
とう

校
こう

意
い

欲
よく

の低下などが 考
かんが

えられると言
い

われてい

ます。個
こ

別
べつ

に相
そう

談
だん

を受
う

けた事
じ

例
れい

から見た不登校の理

由としては、「学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

にやる気
き

が出
で

ない（30.1

％
ぱーせんと

）」「生
せい

活
かつ

リ
り

ズ
ず

ム
む

の不
ふ

調
ちょう

（25.0％）」「不
ふ

安
あん

・抑
よく

うつがある（24.3％）」「学
がく

業
ぎょう

の不
ふ

振
しん

や頻
ひん

繁
ぱん

な 宿
しゅく

題
だい

の未
み

提
てい

出
しゅつ

（15.6％）」「いじめ被
ひ

害
がい

を除
のぞ

く友
ゆう

人
じん

関
かん

係
けい

をめぐる問題（13.2％）」「親
おや

子
こ

の関
かか

わり方
かた

に関する問

題（12.6％）」などがあります。 

新闻热点  

 ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば
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让我们来回顾一下“不登校”的历史。从

1970年代后期到 1980年代，随着当时日本文部

省调查的进行，不去学校的孩子增加现象开始

受到关注，从而诞生了“登校拒否（拒绝上

学）”这一词汇。当时社会上对“登校拒否”的

看法是将其视为家庭内部的问题，认为是孩子

的任性或母子关系扭曲等所致，并未采取什么

特别的应对措施。 

然而 1984年由拒绝上学儿童的家长为中心

成立了“思考拒绝上学之会”，以此为契机，“登

校拒否”开始不再仅仅被看作是个人或家庭内

部的问题，而被认识到是一个社会问题。于是，

作为无法到校上学的孩子们的去处和学习场

所，“自由学校※1”开始陆续被创建。文部省也

在 1992年提出了“拒绝上学可能发生在任何孩

子身上”的见解，并将拒绝上学重新认定为“孩

子多样存在方式的一种”。接着在 1998年，文部

省正式将用语从“登校拒否”更改为“不登校”。 

就这样，人们对孩子不去上学的看法随着

时代发生了巨大变化，“不登校”开始被认识到

是由学校环境、家庭环境、个人特性等各种因素

复杂交织而形成的问题。同时，在升学竞争加

剧、校园霸凌问题日益显性化等背景下，更有人

指出，在学校统一格式的指导中，孩子变得难以

适应，甚至出现心理稳定和安全受到威胁的情

 「不登校」の歴史を振
ふ

り返
かえ

ってみます。1970  年
ねん

代
だい

後
こう

半
はん

から 1980 年代にかけて、当
とう

時
じ

の文
もん

部
ぶ

省
しょう

が行った

調
ちょう

査
さ

により学校へ行かない子
こ

どもたちの増加が 注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めるようになり、「登
とう

校
こう

拒
きょ

否
ひ

」という言葉が生
う

ま

れました。当時の登校拒否への社
しゃ

会
かい

の目
め

は、家
か

庭
てい

内
ない

の

問題として、子どものわがままや母子
ぼ し

関係のゆがみ等
など

と捉
とら

えられており、特
とく

に対
たい

策
さく

らしい対策は取
と

られていま

せんでした。 

しかし、1984 年に登
とう

校
こう

拒
きょ

否
ひ

児
じ

の親
おや

たちが中
ちゅう

心
しん

にな

って「登校拒否を考える会
かい

」を設
せつ

立
りつ

し、それをきっかけに

「登校拒否」というものが、個
こ

人
じん

や家庭内の問題だけで

はなく、社会問題として認
にん

識
しき

されるようになっていきま

した。そして、学校に通
かよ

えない子どもたちの居
い

場
ば

所
しょ

、学
まな

びの場
ば

として「フ
ふ

リ
り

ー
ー

ス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

※1」が作
つく

られ始
はじ

めました。

文部省も 1992 年には「登校拒否はどの子どもにも起
お

こりうる」という見
けん

解
かい

を出し、登校拒否も「子どもの多
た

様
よう

な在
あ

り方の一
ひと

つ」と認識の転
てん

換
かん

をしました。そして、

1998 年、文部省は公
こう

式
しき

に「登校拒否」から「不登校」と

いう言葉に用
よう

語
ご

変
へん

更
こう

を 行
おこな

いました。 

このように子どもの不登校の捉え方は時
じ

代
だい

で大
おお

き

く変
か

わり、不登校は学
がっ

校
こう

環
かん

境
きょう

、家
か

庭
てい

環境、個人の特
とく

性
せい

等
など

様
さま

々
ざま

な要因が複
ふく

雑
ざつ

に絡
から

まった問題であると認識さ

れるようになりました。また、受
じゅ

験
けん

競
きょう

争
そう

の激
げき

化
か

やいじめ

問題の顕
けん

在
ざい

化
か

などを背景に、学校の画
かく

一
いつ

的
てき

な指
し

導
どう

の

中
なか

で子どもが不
ふ

適
てき

応
おう

になったり、 心
こころ

の安
あん

定
てい

、安
あん

全
ぜん

が

令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

「児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の問
もん

題
だい

行
こう

動
どう

・不
ふ

登
とう

校
こう

等
とう

生
せい

徒
と

指
し

導
どう

上
じょう

の諸
しょ

課
か

題
だい

に関
かん

する

調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

の概
がい

要
よう

」（文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

） 

 

资料来源：令和 6年度《有关中小学生

的问题行为・不登校等学生指导上的诸

课题调查结果概要》（文部科学省） 

不登校中小学生人数的变化趋势 
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况。 

在这样的社会认知转变中，“不登校”成为

了审视教育体系和社会应有状态的问题，对“不

登校”孩子的“理解”和“关怀”以及“心灵

安全”开始被视为至关重要。文部科学省也在

2002 年的报告中提出，支援不必仅以重返学校

为目标，而是更应以帮助孩子实现在社会上自

立为必要方向。这是一个重大的改变。同时，人

们也逐渐意识到学校以外多样化选择的必要

性，从 1990 年代到 2000 年代，各种各样的学

习场所应运而生。 

不仅自由学校在扩大，在公立学校中也开

始设置“不登校特例学校

※2”，并设立“适应指

导教室”（现在称为“教

育支援中心※3”）、以及开展通信制高中（通过

在家学习、提交报告、网络授课、集中面授等方

式可获得毕业资格）、并利用互联网开展在线学

习支援、以及通过电子邮件和聊天工具进行的

咨询支援等。在校内，对于难以进入教室上课的

孩子，允许其“在保健室上学”，并配置了校内

心理咨询师等。此外，也为“不登校”儿童的家

长提供支援，包括心理咨询、“家长培训※4”，

通过 SNS（社交媒体）和线上社区，让家长们能

够共享烦恼、并且，从有经验者那里获得建议的

场所也在不断增加，防止家长自身陷入孤立也

是很重要的。 

对于归国者的孩子来说，考虑到他们的多

重文化背景（如日本/中国、日本/俄罗斯）以及

家庭环境的复杂性，出现“不登校”的情况也是

很有可能的吧？目前，在全国范围内，也开始出

现面向有外国背景孩子的学习活动和交流场

所。无论是孩子还是家长，都不要独自承受烦

脅
おびや

かされる状
じょう

況
きょう

があると指
し

摘
てき

されるようになりまし

た。 

このような社会的な気づきの中で「不登校」は教育

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

や社会の在
あ

り方
かた

をも問
と

う問題となり、不登校

の子どもへの「理
り

解
かい

」や「ケ
け

ア
あ

」、「心の安全」が重
じゅう

要
よう

な

ものと捉
とら

えられるようになりました。文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

も

2002年の報
ほう

告
こく

書
しょ

で必
かなら

ずしも学
がっ

校
こう

復
ふっ

帰
き

のみを目
もく

標
ひょう

と

するのではなく、子どもの社
しゃ

会
かい

的
てき

自
じ

立
りつ

を目指
め ざ

す支
し

援
えん

こ

そ必
ひつ

要
よう

であるという見
けん

解
かい

を示
しめ

しました。これは大きな

変化でした。同
どう

時
じ

に学校以
い

外
がい

の多様な選
せん

択
たく

肢
し

が必要

になり、1990 年
ねん

代
だい

から2000年代にかけて様々な学び

の場が生
う

まれました。 

フリースクールの拡
かく

大
だい

だけではなく、公立
こうりつ

の学校でも

「不登校特
とく

例
れい

校
こう

※2」を設
せっ

置
ち

したり、適応
てきおう

指
し

導
どう

教室
きょうしつ

（現
げん

在
ざい

は「 教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

※3」）の設置、通
つう

信
しん

制
せい

高
こう

校
こう

（自
じ

宅
たく

学
がく

習
しゅう

やレ
れ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

提出
ていしゅつ

、ネ
ね

ッ
っ

ト
と

授業
じゅぎょう

、ス
す

ク
く

ー
ー

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

等で卒
そつ

業
ぎょう

資
し

格
かく

を得
え

られる）、イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

を利
り

用
よう

した

オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

学習支援や、メ
め

ー
ー

ル
る

やチ
ち

ャ
ゃ

ッ
っ

ト
と

を使
つか

った相談

支援なども行われるようになりました。学
がっ

校
こう

内
ない

でも教

室での授
じゅ

業
ぎょう

参
さん

加
か

が 難
むずか

しい子どもには「保
ほ

健
けん

室
しつ

登
とう

校
こう

」

を認
みと

め、ス
す

ク
く

ー
ー

ル
る

カ
か

ウ
う

ン
ん

セ
せ

ラ
ら

ー
ー

の配
はい

置
ち

などもされました。 

また、不
ふ

登
とう

校
こう

児
じ

の保護者への支援も行われており、カ
か

ウ
う

ン
ん

セ
せ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

や「ペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

ト
と

レ
れ

ー
ー

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

※4」、S
えす

N
えぬ

S
えす

やオ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

テ
て

ィ
ぃ

で保
ほ

護
ご

者
しゃ

同
どう

士
し

が悩
なや

みを共
きょう

有
ゆう

した

り経
けい

験
けん

者
しゃ

からア
あ

ド
ど

バ
ば

イ
い

ス
す

を得たりする場も広
ひろ

がってお

り、親
おや

自
じ

身
しん

の孤
こ

立
りつ

を防
ふせ

ぐことも重要です。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

の子どもたちにとっても不登校の問題は、複
ふく

合
ごう

的
てき

な文
ぶん

化
か

的
てき

背景（日本/中
ちゅう

国
ごく

、日本/ロ
ろ

シ
し

ア
あ

）や家庭

環境の複
ふく

雑
ざつ

さを考えると起
お

こる可
か

能
のう

性
せい

のある問題で

はないでしょうか。現在は、全
ぜん

国
こく

でも外
がい

国
こく

ルーツの子ど

もを対
たい

象
しょう

とした学
がく

習
しゅう

会
かい

や居場
い ば

所
しょ

づくりの取
と

り組
く

みも

出
で

てきています。子どもも親も一人
ひ と り

で悩みを抱
かか

えず、

周
しゅう

囲
い

に相談していくことが大
だい

事
じ

ですね！ 
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恼，向周围的人咨询、寻求帮助是很重要的！ 

※1 自由学校：由个人或 NPO(非

营利性)法人等民间机构运营

的教育设施，不同于正规学校

课程，注重根据孩子个人的需求与节奏开展以自主

性为核心的学习与活动。多为小规模制。原则上不

授予毕业资格，但部分情况下可由在籍学校予以认

可。

※2 不登校特例学校：为不上学儿童设置特别的教育

课程，提供让每一个人都能安心学习的环境，并可

取得毕业资格的学校。但目前设立地区仍较有限。 

※3 教育支援中心：由都道府县及地方政府设立的设

施。以支援不登校儿童重返学校为目标，根据在籍

学校的课程安排学习计划，提供个别的学习指导。 

※4 家长培训：让家长学习如何与孩子相处的课程。

通过肯定孩子的行为、以维持良好的亲子关系并改

善状况为目的。

【参考：主要咨询窗口】 

●文部科学省 24小时儿童 SOS热线电话：0120-0-

78310 拨打电话后将自动接入所在地区的教育委

员会的咨询机构

●不登校支援中心：

https://www.futoukou119.or.jp/

设于札幌、仙台、横滨、东京、大阪、福冈等

地，并提供在线心理咨询服务 

●NPO法人 日本自由学校协会：请参照官网

https://www.japan-freeschool.jp/ 

举办亲子咨询会、讲座等活动 

※1 フリースクール：個人や N
えぬ

P
ぴー

O
おー

法
ほう

人
じん

等、民
みん

間
かん

が運
うん

営
えい

する

教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

。学校のカ
か

リ
り

キ
き

ュ
ゅ

ラ
ら

ム
む

とは異
こと

なる子ども個人

のニ
に

ー
ー

ズ
ず

やペ
ぺ

ー
ー

ス
す

に合
あ

わせて主
しゅ

体
たい

性
せい

を重
じゅう

視
し

した学習や

活
かつ

動
どう

を行う。少
しょう

人
にん

数
ずう

制
せい

。原
げん

則
そく

として卒
そつ

業
ぎょう

認
にん

定
てい

はされ

ないが、在
ざい

籍
せき

校
こう

の判
はん

断
だん

で認
みと

められる場
ば

合
あい

もある。 

※2 不登校特例校：不登校児に配
はい

慮
りょ

した特
とく

別
べつ

の教育課
か

程
てい

を

作り一人一人
ひ と り ひ と り

が安
あん

心
しん

して学べる環境を提
てい

供
きょう

し、卒業資
し

格
かく

も得ることができる学校。ただし、設
せっ

置
ち

地
ち

域
いき

はまだ限
かぎ

られている。 

※3 教育支援センター：都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

、地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

が設置する公
こう

的
てき

な施設。不登校児の学校復帰を目指し、在籍校のカリ

キュラムに沿
そ

った時
じ

間
かん

割
わり

を組
く

み、個別の学習支援を行

う。 

※4 ペアレントトレーニング：保護者が子どもとの関
かか

わりを学

ぶプログラム。子どもの行
こう

動
どう

を肯
こう

定
てい

的
てき

に捉
とら

え、親子関係

を良
りょう

好
こう

に保
たも

ち状
じょう

況
きょう

を改
かい

善
ぜん

することを目
もく

的
てき

とする。 

[参
さん

考
こう

：主
おも

な相
そう

談
だん

先
さき

] 

●文部科学省 24時
じ

間
かん

子どもS
えす

O
おー

S
えす

ダ
だ

イ
い

ヤ
や

ル
る

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

 0120-0-78310 電話をすると電話をかけた所
し ょ

在
ざい

地
ち

の教育委
い

員
いん

会
かい

の相談機
き

関
かん

に繋
つな

がる 

●不登校支援センター： web
う ぇ ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

参
さん

照
しょう

 

札
さっ

幌
ぽろ

、仙
せん

台
だい

、横
よこ

浜
はま

、東
とう

京
きょう

、大
おお

阪
さか

、福
ふく

岡
おか

に設置。オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

の

カ
か

ウ
う

ン
ん

セ
せ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

もある 

●NPO法人 日本フリースクール協
きょう

会
かい

：webサイト参照 

親
おや

子
こ

相
そう

談
だん

会
かい

やセ
せ

ミ
み

ナ
な

ー
ー

等を開
かい

催
さい
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